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目的と意義
本研究は，利尻島南部，オタトマリ沼周辺の沼浦

湿原において採取された RO-1 コアの岩相を記載す
ることを目的とする．RO-1 コアは，1994 年 9 月
に地質調査所（現産業技術総合研究所）によって削
掘された 4 本のボーリングコアのうちの一つであ
り，利尻町立博物館に寄贈，保管されていたもので
ある．RO-1 コアと同時に削掘された RO-3，RO-4
コアの記載結果は，斉藤ほか（1996）および赤松
ほか（1997）に示されている．

利尻富士町，沼浦集落付近における低地と周囲の
火砕物からなる高まりは，二つの爆裂火口が複合し
たマールと考えられている（小林，1987；石塚，
1999；以下，沼浦マールと呼ぶ）．直径約 1.5 km
の爆裂火口（小林，1987）内の低地の大部分は，
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Abstract. This study describes the lithofacies of the RO-1 borehole core from the Numaura Marsh in the 

southern region of Rishiri Island, Hokkaido. The Numaura Marsh is located in a depression of the Numaura 

Maar, formed by a final stage eruption of the Rishiri volcano. The lithofacies of the RO-1 borehole core 

show a massive sandy layer at a depth of 0.0-10.9 m, and a gravel layer, consisting of lava and scoria par-

ticles, at a depth of 10.9-13.3 m. Bioturbation does not appear in the sample. These lithofacies suggest that 

rapid sedimentation occurred shortly after the formation of Numaura Maar.

オタトマリ沼を中心とした沼浦湿原となっており，
沼浦マールの南東部の一部は沈水しており火口壁を
持たない．沼浦湿原の中心部付近においては，五十
嵐（2006）によって層厚 4 m 以上の泥炭層が確
認され，深度 4.8 m の泥炭質粘土層より 4,410 ± 
40 yrs.BP という AMS14C 年代値が得られている．
五十嵐（2006）は花粉分析の結果と 14C 年代値に
基づき，約 4 千年前以降の植生変遷史を推定した．
赤松ほか（1997）は，RO-3，RO-4 コアの下部か
らカキ礁を見出し，下限付近のマガキ (Crassostrea 
gigas) より 7,380 ± 70 yrs.BP という AMS14C 年代
値を得た．石塚（1999）はこの 14C 年代値に基づき，
約 7 千年前以前にこのマールが形成され，これが
利尻火山における最後の大規模な火山活動であると
考えた．
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本研究での記載結果は，赤松ほか（1997）が示
したコアの記載地点よりも内陸側における，マール
形成後から現在に至るまでの堆積環境を知る上での
資料となる．

ボーリングコアの概要
RO-1 コアは利尻富士町字沼浦，オタトマリ沼南

方の陸上で削掘された．RO-1 コアの削掘位置を図 
1 に示す．コアの孔口標高は 4.15 m であり，コア
の長さは 13.3 m である．深度 0 ～深度 2 m と深
度 11 m 以下はシングルコアチューブによる無水削
掘，深度 2 ～ 11 m はコアパックサンプラーによる
無水削掘で採取された．コア採取率は，深度 0 ～
2 m が 100 ％，深度 2 ～ 4 m が 90 ％，深度 4 ～
5 m が 75 ％，深度 5 ～ 6 m が 90 ％，深度 6 ～
8 m が 100 ％，深度 8 ～ 9 m が 70 ％，深度 9 ～
10 m が 85 ％，深度 10 m 以下が 100 ％である．
深度 4.7 ～ 5.0 m，8.7 ～ 9.0 m，9.85 ～ 10.0 m
のコアは，試料が孔内に落下し，スライムとともに
回収されたものである．試料の落下コアおよび，深
度 2.0 ～ 2.9 m，3.0 ～ 3.9 m，4.0 ～ 4.35 m，5.0
～ 8.7 m，9.0 ～ 9.85 m，10.0 ～ 11.22 m を除い

た部分は一括されたコア試料であり，上下の区別は
できない．コア試料は，産業技術総合研究所で半裁
後に岩相を記載した．

ボーリングコアの岩相記載
1  岩相の概要

RO-1 コアの岩相記載結果に基づく柱状図を図 2
に示す．本コア試料は，概ね淘汰の良い極暗褐色の
砂層（深度 0.0 ～ 10.9 m）と，不淘汰な礫層（深
度約 10.9 ～ 13.3 m）に大別される．砂層は黒色
または赤褐色のスコリア質砂からなり，礫層は安山
岩礫と，玄武岩礫からなる．全ての深度において貝
化石や生痕化石は見られない．基質の粒径の違いか
ら，全体としては単層の層厚 0.1 ～数 m 程度でほ
ぼ水平に堆積していると判断されるが，その他の堆
積構造は肉眼観察によって確認されない．典型的な
岩相の拡大写真を図 3 に示す．

2  深度 0.0 ～ 10.9 m
深度0.0～深度0.5 mは腐植質であり，ササ（Sasa 

sp.）の茎片を含む．また地表面～深度 1.0 m まで
は大量のササ根系片を含む．基質は極暗褐色細粒砂
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図 1．沼浦湿原と RO-1 コア試料削掘の位置．概観図の等高線間隔は 200 m．
基図は国土地理院発行 2.5 万分の１地形図「鬼脇」． RO-3，RO-4 コアは赤松ほか（1997）を参照．
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ないしは中粒砂であり，淘汰が良い．石質岩片やス
コリアは含まれない．

深度 1.0 ～ 9.0 m は概ね淘汰の良い極暗褐色の
中粒砂からなり，稀に直径 1 cm 以内の円磨された
石質岩片や赤褐色スコリアを含む．ここでは，層厚
0.2 m 以内のスコリアや岩片を多く含む粗粒砂層が

挟まれる場合がある．深度 9.0 ～約 10.9 m では，
基質が粗粒砂～極粗粒砂の部分が多くを占め，細礫
を多く含む不淘汰な層準が挟まれる場合がある．

3  深度 10.9 ～ 13.3 m
深度約 10.9 m からコアの基底（深度 13.3 m）
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図 2．RO-1 コアの柱状図．
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図 3．RO-1 コアの岩相写真．
RO-1 コアの代表的な岩相の写真を示す．A は深度 2.2 ～ 2.4 m，B は深度 5.75 ～ 5.95 m，C は深度 8.5 ～ 8.7 m，

D は深度 10.0 ～ 10.2 m，E は深度 11.0 ～ 11.22 m，F は深度 11.6 ～ 11.8 m．
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までは全て不淘汰な礫層であり，礫・基質ともに赤
色酸化している層準もある．礫層の基質はスコリア
質の暗褐色極細粒砂～極粗粒砂であり，固結して
いる場合もある．深度 11.0 ～ 11.2 m には直径 20 
cm 以上の円磨された青灰色の安山岩礫（径 1 mm
程度の斜長石斑晶に富む）が存在する．深度 11.2
～深度 12.0 m では，同様の特徴を持つ径数 cm の
安山岩質の亜円～亜角礫が主構成礫種であり，径数
cm の円磨された赤褐色スコリアも比較的多く含ま
れる．深度 12.0 ～ 13.3 m に含まれる礫は，斑晶
に乏しい円磨された青灰色または黒色の玄武岩礫が
主構成礫種となる．深度 13.0 ～ 13.3 m では，稀
に径 5 mm 程度の白色のシルト岩片が含まれ，基
質中に角閃石やカリ長石が確認できる．

岩相から推定されるRO-1コアの堆積環境
深度 10.9m 以下の不淘汰な礫層に含まれる礫は

安山岩，玄武岩，スコリア，シルト岩であり，多様
である．シルト岩は，利尻火山の基盤である新第三
系（嵯峨山，2002）の鴛泊 ( おしどまり ) 層（松井
ほか，1967）を起源とする．石塚（1999）によれ
ば，沼浦マール形成に伴う噴出物は，下半部が類質
物としての溶岩類とシルト岩，上半部がベースサー
ジ堆積物と降下スコリアからなることが報告されて
いる．R0-1 コアの礫層は，2 種類の溶岩を主体と
してスコリアやシルト岩を含むことから，マール形
成直後の不安定な火口壁から火砕物が二次的に流入
して堆積したものであると考えられる．赤松ほか
（1987）は，約 7 千年前に形成されたカキ礁の下
位に RO-1 コアの礫層と同様の礫層を記載している
（RO-3 コアおよび RO-4 コアの深度 14 m 以下）．
このことから，RO-1 コアの基底部の礫層も約 7 千
年前以前に堆積した可能性が高い．

深度 1.0 ～ 9.0 m は極めて均質なスコリア質砂
であった．溶岩類はほとんど含まれないので，スコ
リア質砂の供給源として，火口壁上半部に堆積して
いる火砕物（石塚，1999）が挙げられる．RO-3 コ
アおよび RO-4 コアの砂質部分と異なり，RO-1 コ
アの砂質部分では貝化石や生痕化石が認められな
い．このことは，RO-1 コア削掘地点においては，

礫層の堆積イベントに引き続き急速にスコリア質の
砂層が堆積し，RO-3 コアおよび RO-4 コア削掘地
点より早い時期に離水した可能性を示している．

今後，より大深度のボーリング削掘調査をおこな
うことにより，沼浦マールの形成年代の正確な推定
や，火山活動終了から湿原形成に至るまでの過程が
解明されることが期待できる．
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